
（７）平成２３年（２011年）５月 ６日 第　１７３　号ひらつか議会だより

　

議
案
６
件
、
請
願
４
件
を
審

査
し
、
議
案
に
つ
い
て
は
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
請

願
に
つ
い
て
は
３
件
を
継
続
審

査
と
す
べ
き
も
の
、
１
件
を
不

採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

◆
主
な
質
疑

○
議
案
第
10
号
「
平
塚
市
一
般

職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に

関
す
る
条
例
」

▪質　
国
の
法
律
が
平
成
14
年
に

制
定
さ
れ
た
中
で
、
こ
れ
ま
で

本
市
が
条
例
を
制
定
し
な
か
っ

た
理
由
は
何
か
。

▪答　
当
初
は
高
度
で
専
門
的
知

識
・
経
験
が
あ
る
者
の
採
用
を

念
頭
に
置
い
た
法
律
で
あ
っ
た

た
め
条
例
制
定
を
見
送
っ
た
。

そ
の
後
採
用
要
件
が
緩
和
さ

れ
、
本
市
で
も
こ
の
よ
う
な
職

員
の
採
用
が
考
え
ら
れ
る
た
め

条
例
を
提
案
し
た
。

○
議
案
第
19
号
「
平
成
２３
年
度
　

平
塚
市
一
般
会
計
予
算
」（
所

管
部
分
）

▪質　
防
災
対
策
費
の
「
自
主
防

災
組
織
支
援
事
業
」に
関
し
て
、

自
主
防
災
組
織
へ
の
助
成
金
の

使
途
は
。

▪答　
活
動
に
必
要
な
資
機
材
を

指
定
し
、
保
有
率
に
よ
り
組
織

へ
の
助
成
額
を
変
え
て
い
る
。

▪質　
農
業
振
興
費
の
「
ひ
ら
つ

か
花
ア
グ
リ
推
進
事
業
」
に
関

し
て
、
23
年
度
は
ど
の
よ
う
に

事
業
を
進
め
る
の
か
。

▪答　
駅
や
東
京
都
内
で
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
い
、
来
場
者
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

▪質　
農
業
振
興
費
が
全
体
的
に

減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

農
業
振
興
策
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

▪答　
21
年
度
に
産
業
振
興
計
画

を
策
定
し
、
22
年
度
は
農
業
体

験
メ
ニ
ュ
ー
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

種
を
ま
い
た
。
23
年
度
は
成
長

を
見
極
め
、
地
産
地
消
促
進
計

画
へ
の
反
映
や
６
次
産
業
化
の

認
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

▪質　
水
防
費
の
「
水
防
対
策
事

業
」
に
関
し
て
、
災
害
時
に
お

け
る
避
難
所
開
設
の
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

▪答　
本
市
で
は
大
規
模
地
震
の

際
に
は
小
中
学
校
、
局
地
的
な

風
水
害
な
ど
に
つ
い
て
は
公
民

館
を
避
難
所
と
し
て
い
る
。
避

難
所
の
開
設
は
、
災
害
対
策
本

部
か
ら
の
指
示
に
よ
り
行
う
。

○
議
案
第
２0
号
「
平
成
２３
年
度

平
塚
市
競
輪
事
業
特
別
会
計
予

算
」

▪質　
市
の
一
般
会
計
へ
の
繰
入

額
が
落
ち
込
む
中
、
多
額
の
費

用
を
か
け
て
競
輪
場
の
施
設
を

整
備
す
る
理
由
は
あ
る
の
か
。

▪答　
安
全
に
楽
し
く
観
戦
す
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
で

あ
り
、
ま
た
災
害
時
の
避
難
場

所
と
し
て
の
意
味
も
あ
る
。

○
議
案
第
２9
号
「
工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
〔
消

防
署
大
野
出
張
所
・
消
防
訓
練

施
設
新
築
工
事
（
建
築
）〕」

▪質　
土
壌
か
ら
フ
ッ
素
が
検
出

さ
れ
た
こ
と
で
工
事
費
を
２
２

０
０
万
円
増
額
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
あ
ら
か
じ
め
土
壌
調
査

等
を
含
め
た
内
容
で
工
事
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

▪答　
土
壌
汚
染
へ
の
認
識
は
な

く
、
調
査
が
必
要
と
い
う
事
前

の
判
断
は
な
か
っ
た
。

　

議
案
４
件
を
審
査
し
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

◆
主
な
質
疑

○
議
案
第
19
号
「
平
成
２３
年
度
　

平
塚
市
一
般
会
計
予
算
」（
所

管
部
分
）

▪質　
道
路
橋
り
ょ
う
費
に
関
し

て
、
橋
の
改
修
に
対
す
る
市
の

考
え
を
示
し
て
ほ
し
い
。

▪答　
架
け
替
え
で
は
な
く
、
長

寿
命
化
さ
せ
る
方
向
で
対
応
し

て
い
く
。

▪質　
都
市
計
画
総
務
費
の
「
生

活
交
通
確
保
対
策
事
業
」
に
関

し
て
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
利
用

状
況
や
市
民
か
ら
の
要
望
は
。

▪答　
利
用
者
は
増
え
て
い
る

が
、
今
後
は
利
便
性
を
含
め
て

地
元
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

▪質　
河
川
総
務
費
の
「
湘
南
ひ

ら
つ
か
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
利
用
推

進
事
業
」
に
関
し
て
、
ビ
ー
チ

パ
ー
ク
の
利
用
手
続
き
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

▪答　
神
奈
川
県
に
よ
る
許
可
が

必
要
な
部
分
も
あ
る
が
、
指
定

管
理
者
と
と
も
に
手
続
き
の
簡

素
化
を
図
っ
て
い
る
。

▪質　
建
築
指
導
費
の
「
建
物
の

耐
震
性
向
上
促
進
事
業
」
に
関

し
て
、
耐
震
化
さ
れ
な
い
可
能

性
の
あ
る
建
物
へ
の
対
策
は
。

▪答　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を

き
っ
か
け
に
、
耐
震
診
断
等
へ

進
む
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

▪質　
住
宅
費
の
「
市
営
住
宅
維

持
管
理
事
業
」
に
関
し
て
、
高

齢
者
向
け
に
市
が
民
間
住
宅
を

借
り
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

▪答　
高
齢
者
向
け
住
宅
の
戸
数

を
確
保
し
な
が
ら
、
人
口
構
成

に
合
っ
た
市
営
住
宅
の
供
給
を

考
え
て
い
き
た
い
。

○
議
案
第
２２
号
「
平
成
２３
年
度

平
塚
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
」

▪質　
Ｊ
Ｒ
平
塚
駅
南
側
の
下
水

道
合
流
改
善
事
業
の
実
施
理
由

と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

▪答　
25
年
度
中
の
事
業
完
了
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
23
年
度
は
貯
留
管
に
水
を

集
め
る
工
事
を
行
い
、
24
年
度

は
揚
水
施
設
の
建
設
を
行
う
。

　

議
案
12
件
を
審
査
し
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

◆
主
な
質
疑

○
議
案
第
19
号
「
平
成
２３
年
度
　

平
塚
市
一
般
会
計
予
算
」（
所

管
部
分
）

質　

社
会
福
祉
総
務
費
の
「
民

生
委
員
運
営
事
業
」に
関
し
て
、

民
生
委
員
の
活
動
実
態
と
高
齢

化
へ
の
対
策
は
。

▪答　
民
生
委
員
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
人
材
が
必
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
が
、
地
域
に
よ
り
サ
ポ
ー

ト
体
制
が
で
き
て
い
る
所
も
あ

る
。
ま
た
民
生
委
員
の
健
康
面

の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

▪質　
児
童
福
祉
総
務
費
の
「
子

ど
も
手
当
事
業
」
に
関
し
て
、

国
の
法
案
が
国
会
を
通
ら
な

か
っ
た
場
合
市
民
生
活
に
影
響

が
出
る
が
、
市
の
対
応
は
。

▪答　
対
策
と
し
て
平
塚
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
生
活
福
祉
資
金

や
一
時
貸
付
金
の
利
用
を
考
え

て
い
る
。

▪質　
保
健
衛
生
費
の
「
母
子
保

健
事
業
」
に
関
し
て
、
妊
婦
健

診
の
開
始
時
期
は
平
成
22
年
10

月
と
な
っ
て
い
る
が
遡
及
措
置

は
あ
る
の
か
。

▪答　
平
成
22
年
４
月
１
日
に

遡
っ
て
措
置
を
す
る
。
こ
の
制

度
を
知
ら
な
い
方
に
向
け
て
、

早
急
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

○
議
案
第
２7
号
「
平
成
２３
年
度
　

平
塚
市
病
院
事
業
会
計
予
算
」

▪質　
地
域
医
療
と
の
連
携
を
含

め
、
病
院
改
革
に
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

▪答　
単
に
処
方
を
要
す
る
患
者

は
地
域
の
病
院
に
お
願
い
し
、

市
民
病
院
で
は
技
術
的
な
治
療

を
要
す
る
外
来
患
者
を
診
療
す

る
。
ま
た
医
師
の
負
担
を
軽
く

し
、
入
院
患
者
に
力
を
注
ぐ
。

　

議
案
１
件
を
審
査
し
、
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

◆
主
な
質
疑

○
議
案
第
19
号
「
平
成
２３
年
度
　

平
塚
市
一
般
会
計
予
算
」（
所

管
部
分
）

▪質　
安
全
対
策
費
の
「
放
置
自

転
車
対
策
事
業
」
で
、
平
塚
駅

南
口
周
辺
の
駐
輪
場
対
策
は
。

▪答　
計
画
に
沿
っ
て
23
年
度
以

降
、
八
重
咲
町
と
代
官
町
の
駐

輪
場
を
２
階
建
て
に
し
て
収
容

台
数
を
増
や
し
た
い
。

▪質　
社
会
福
祉
総
務
費
の
「
市

民
相
談
事
業
」
で
、
相
談
の
充

実
に
向
け
て
23
年
度
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

▪答　
庁
内
各
部
署
の
連
携
を
さ

ら
に
密
に
し
て
い
き
た
い
。

▪質　
教
育
委
員
会
の
予
算
編
成

で
重
点
を
置
い
た
部
分
は
。

▪答　
現
場
の
声
を
聞
き
取
り
、

人
的
資
源
に
関
す
る
予
算
は
減

ら
さ
な
か
っ
た
。

▪質　
幼
稚
園
費
の
「
幼
稚
園
運

営
補
助
事
業
」
に
お
け
る
補
助

金
の
考
え
方
は
。

▪答　
私
立
幼
稚
園
等
就
園
奨
励

費
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
の
支

給
の
対
象
と
な
る
い
く
つ
か
の

階
層
で
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
以
外
の
階
層
で
は
増

額
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
全
体

と
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
金
額
を

補
助
で
き
て
い
る
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

都
市
建
設
常
任
委
員
会

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

ひらつか花アグリ「花菜ガーデン」
のバラはもうすぐ見ごろ

湘南ひらつかビーチパーク

　市政に関することや地域の身近な問題などで、市民のみな
さんの意見や要望などを直接市議会に提案できる制度とし
て、「請願・陳情」があります。請願・陳情はどなたでも提
出することができます。

■提出の締め切り
　請願の提出締め切りは本会議第２日目の午後５時です。陳情
の提出締め切りは定例会で開催する議会運営委員会の２日前で
す。
　なお、請願・陳情者の住所・氏名等は一般に公開されます。
あらかじめご了承ください。

◆記載方法などでご不明な点は議会局（☎ 21‒8791）に
　お問い合わせください。

■請願書・陳情書の提出方法
　請願書・陳情書には、日付、住所、氏名（団体名・役職名）
の記載と押印が必要です。宛て先は平塚市議会議長としてく
ださい。また、請願書には紹介議員の署名が必要です。
　なお、請願・陳情者が多数の場合は、代表者以外の請願・
陳情者の署名や押印などのある「署名簿」を添付することが
できます。

市政への要望を市議会へ

請願・陳情の提出方法

常任委員会の審査概要
今定例会に上程された議案は所管の委員会に付託して
審査を行いました。


